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日本教育政策学会 第２６回大会 

 

 

秋田は高い学力で全国的に知られているところではありますが、同時に戦前の生活綴方

教育、北方教育の発祥の地として、教育史の面でも有名です。東日本大震災から 8 年が過

ぎた被災地は復興にはまだ遠く、東京一極集中の陰で、東北地方をはじめとする地方の衰

退、少子高齢化、人口減少の深刻化は、地域と教育のありように大きな影響を及ぼしていま

す。本大会では、秋田の状況を踏まえながら、これからの地域と学校の関係性を考える機会

となるよう公開シンポジウムを企画しました。 

課題研究では、第９期の課題研究プロジェクト「教育と福祉の統一的保障をめぐる教育政

策の課題と展望」に即した研究報告と議論の場を持ちます。自由研究発表は 13 件のエント

リーがあり、３つの分科会を用意しました。多彩な議論を期待します。 

秋田はアクセスに難があるところではありますが、その分、自然や文化に恵まれ、おいし

い日本酒、料理にもことかきません。充実した大会となりますよう、大会実行委員会一同準

備を進めてまいります。会員各位にはどうぞふるってご参加下さいますようお願い申し上げ

ます。 

 

               第 26回大会実行委員長 

佐藤 修司（秋田大学） 
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 大会日程  

 

■第 1日 7月 6日（土） 

全国理事会 

10:00～11: 30 

年報編集委員会 

11：30～ 

受付 

12:00

～ 

総会 

13:00～14:00 

公開シンポジウム 

14:15～17:15 

懇親会 

18:00～20:00 

＊全国理事会、年報編集委員会出席者、シンポジウムの登壇者には、昼食をご用意します。 

 

■第 2日 7月 7日（日） 

受付  

9:00～ 

自由研究発表 

9:30～12:00 

休憩•昼食 

12:00〜13:00 

課題研究 

13:00～16:00 

＊課題研究の発表者・司会者には昼食をご用意します。 

 

【7月 6日（土）】 

 

○会議  

 全国理事会 3号館 150教室    

10：00～11：30 

 年報編集委員会 3号館 146教室 

            11：30～13:00 

  

○受付 3号館ピロティ 12：00〜 

 

○総会 3号館 255教室  13：00～14：00 

 

○公開シンポジウム打ち合わせ   

3号館第 4会議室   12：10〜14：00 

 

○公開シンポジウム  

3号館 60周年記念ホール 

14：15～17：15 

 

○懇親会 ホテルメトロポリタン秋田 

18：00〜20：00 

 

・大会本部 4号館 111教室 

・会員控室（13:00以降）3号館 146教室 

・書籍販売  3号館ピロティ 

【7月 7日（日）】 

 

○受付   3号館ピロティ  9：00〜 

 

○自由研究発表          9：30～12：00 

 分科会１   3号館 150教室 

 分科会２  3号館 255教室 

 分科会３   3号館 254教室 

 

○課題研究打ち合わせ  3号館第四会議室  

12：10〜13：00 

 

○課題研究  3号館 255教室 

 13：00～16：00 

 

・大会本部  4号館 111教室 

・会員控室  3号館 146教室 

・書籍販売  3号館ピロティ 
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会場 秋田大学手形キャンパス 

 

【所在地】 〒010-8502 秋田県秋田市手形学園町 1-1 

 

 

 

 

会場図 

【駅からのアクセス】 

・秋田駅東口より徒歩 15分 
・秋田駅西口バスターミナル⑫番から「手  

形山大学病院線」に乗車 8分、秋田大学

前下車徒歩 3分 

・秋田駅（JR）東口または西口からタクシ

ー乗車 5分（秋田大学手形キャンパス南

門までと伝えてください） 

  

※できるだけ公共交通機関をご利用くだ

さい。 
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【秋田大学 手形キャンパス 校舎案内図】 

 

大会会場 

大学生協食堂 

（土曜昼のみ営業） 
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【３号館案内図】 

○1階 案内図 

 

  

○2階 案内図 

受付 

書籍販売 

【１日目】全国理事会 

【２日目】分科会１ 

【１日目午前】年報編集委員会 

【１日目午後】会員控室 

【２日目】会員控室 

【１日目】公開シンポジウム 

【２日目】分科会３ 

【１日目】総会 

【２日目】分科会２ 

課題研究 

 

【１日目】公開シンポ

ジウム打ち合わせ 

【２日目】課題研究打

ち合わせ 
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 【４号館案内図】 

○1階 案内図 

 

 

 

 

懇親会会場 ホテルメトロポリタン秋田 

 

＊懇親会はホテルメトロポリタン秋田（秋田駅隣接）で行います。大学からタクシー等で移動する予

定です。秋田の地酒を多数そろえる予定です。みなさま、お誘い合わせの上、ぜひご参加ください。 

〒010-8530 秋田市中通 7丁目 2番 1号  TEL 018-831-2222 

 

 

  

【１日目】大会本部 

【２日目】大会本部 
３号館へ 
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大会参加要領 

 

１．一般受付       7月 6日（土） 12時 00分～  3号館ピロティ 

      7月 7日（日）  9時 00分～  3号館ピロティ 

 

２．参加費           一般会員・臨時会員     4,000円（発表要旨集代を含む） 

                学生会員・学生臨時会員  2,000円（発表要旨集代を含む） 

                 公開シンポジウムのみ参加の非会員    無料 

                  

３．懇親会費         一般会員・臨時会員    6,000円（事前申込者は 5,000円） 

                 学生会員            3,000円（事前申込者は 2,500円） 

              ＊参加できる人数に限りがありますので、懇親会への参加を希望される方は、

できる限り事前申し込みを、 6 月 21 日までに、大会実行委員会

（jasep2019akita@gmail.com）宛てにお願いいたします。その場合も、大会当日

にお支払いください。 

          

４．昼食            土曜日のみ、大学会館 1 階の食堂が営業しております（11:30〜13:30）。近

隣にはコンビニエンスストアや飲食店もありますが、数が限られます。日曜日

は弁当の注文を事前予約でのみ受け付けます。懇親会と同様に、6 月 21 日

までに上記のアドレスにお知らせください。お茶代込みで千円未満の予定で

す。大会当日にお支払いください。 

 

５．宿泊             大会実行委員会では宿泊先などのご案内をいたしません。 

           参加者各位で手配をお願いします。 

 

６．書籍販売等     本大会では会員個人による書籍販売は行いませんのでご了承ください。チラ

シなどの資料を置くスペースを用意しますので、ご利用ください。 

 

 発表要領  

 

１．発表時間       個人研究（共同研究の個人発表を含みます） 

         発表 20分、質疑 10分 

               共同研究 

         発表 40分、質疑 20分 

 

２．発表資料  40部 

           ※会場校での資料のお預かり及び印刷は、お引き受けできません。 
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３．発表用機材       発表に際しては、パソコン（パワーポイント内蔵）、プロジェクター、スクリー

ンが利用できます。発表申込みの際に機器使用をお申し出いただいた方は、

データを USB メモリに入れてお持ち下さい。 

 9時 10分から、機械（PC）のチェックができます。 

 

４．欠席の場合 発表者がやむを得ず欠席する場合は、下記に必ず連絡してください。 

            jasep2019akita@gmail.com 

      

 連絡事項  

 

１．学会費の納入  これまで大会会場にて年会費を徴収していましたが、今大会より年会費は

徴収しません｡会計の明瞭化と事務作業の軽減のため、年会費はすべて振

り込みとなっています。なお、新規に入会を希望される方につきましては、本

年度会費（一般 8,000 円、学生・院生 5,000 円）に入会金（2,000 円）を添えて

受付横の学会事務局デスクに申請してください。 

 

２．全国理事会  7月 6日（土）10時から 3号館 150教室で全国理事会を行います。理事の

方は出席をお願いいたします。昼食を、理事会終了後に用意いたします。 

 

３．年報編集委員会  7 月 6 日（土）11 時 30分から 3 号館 146 教室で年報編集委員会を行いま

す。編集委員の方は出席をお願い致します。昼食を用意いたします。 

 

 

４．公開シンポジウム打ち合わせ 

7 月 6 日（土）12 時 10 分から 3 号館 2 階第四会議室で公開シンポジウム

打ち合わせを行います。報告者・コーディネーターの方は出席をお願いいたし

ます。昼食を用意いたします。 

 

５．課題研究打ち合わせ 

7月 7日（日）12時 00分から 3号館 2階第四会議室で課題研究の打ち合

わせを行います。報告者・コメンテーター・司会者の方は出席をお願いいたし

ます。昼食を用意いたします。 

 

６．会員控室     

控室として 3号館 146教室を用意しておりますので、どうぞご利用ください。

ただし、7月 6日（土）は 13時以降のみとなります。ご了承ください。 
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第１日 ７月 6 日（土） 

総会                  １３：００～１４：００  

会場：３号館２５５教室 

 

１ 開会の辞 

２ 議長団選出 

３ 大会実行委員長挨拶 

４ 会長挨拶 

５ 報告事項 

（１）2018年度会務報告（事務局長） 

（２）年報編集委員会報告（年報編集委員長） 

（３）課題研究プロジェクトについて 

 

６ 議事 

（１）2018年度学会活動について 

（２）2018年度会計決算（案）及び会計監査について 

（３）2019年度学会活動計画（案）及び会計予算（案）について 

（４）第 27回大会（2020年）会場校及び日程（案）について 

（５）その他 

 

７ 議長団解任 

 

８ 閉会の辞 

 

 

公開シンポジウム             １４：１５～１７：１５  

会場：３号館６０周年記念ホール 

 

テーマ： これからの地域と学校の関係性を考える 

—秋田での取り組みを踏まえながら— 

第二次安倍内閣において、地域の衰退が問題となり、「地方創生」が政策の重要課題とな

って久しいものの、首都圏を中心とした大都市部への人口集中と、地方での人口減少の進

行には未だに歯止めがかかっていません。中でも、秋田は全国一の人口減少率となってお

り、深刻さの度合いが大きくなっています。「全国学力テスト」における小中学生の学力が全
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国トップレベルを維持し続ける一方で、秋田が長年取り組んでいる「ふるさと教育」は心の教

育やキャリア教育など、多様な要素を持ちつつも、郷土を支える人材の育成を目指してきま

した。 

教育政策として、コミュニティスクール化が努力義務とされ、地域学校協働活動、地域教

育コーディネーターなどが次々に打ち出される中で、学校が地域によって支えられる体制づ

くりが進められています。また、東日本大震災の被災地では、学校やその教職員が主体的

に地域の復興に関わり、それを教材化し、子どもたちが地域復興の主体となっていく「〇〇

ふるさと科」などの取り組みが進んでいます。「地域に支えられる教育」だけではなく、「地域

を支える教育」、そして、「地域と共に歩む教育」「地域と共にある教育」が求められていると

言えるでしょう。 

本シンポジウムでは秋田での取り組みを踏まえながら、地域と学校の関係の今後のあり

方を考えます。五城目町では地域おこし協力隊の取り組みが進んでおり、五城目小学校の

関わりが報告されます。東成瀬村は県内でも学力の高さで知られるところで、その中での地

域と連携した教育の取り組みが報告されます。石沢真貴秋田大学教授からは、社会学の立

場から、秋田の地域が置かれている状況や地域おこしの取り組みについて報告されます。

梅澤収静岡大学教授からは、ＥＳＤの観点から、地域と学校との関係性について報告されま

す。 

 

【コーディネーター 兼 司会】 

 ・佐藤 修司 （秋田大学） 

 

【スピーカー】 

・大沼 一義（東成瀬村立東成瀬中学校長） 

 「東成瀬中学校における取り組み」 

・松野 紳一（五城目町立五城目小学校長） 

 「五城目小学校における取り組み」 

・石沢 真貴 (秋田大学) 

 「秋田県における地域コミュニティの現状と課題」 

・梅澤  収 （静岡大学） 

「地域・学校づくりを ESD for SDGsの観点で考えるー大学の役割を問いながらー」 

 

【共催】秋田大学教職大学院 

【後援】秋田県教育委員会・秋田市教育委員会 

 

 

懇親会：ホテルメトロポリタン秋田    １８：００～２０：００  



11 

 

第２日 ７月７日（日） 

自由研究発表 分科会１         １０：００～１２：００  

I．  II．  会場 ３号館１５０教室 

III．  

司会 荒井 文昭（首都大学東京） 

    谷 雅泰（福島大学） 

 

10:00～10:30 幼稚園、保育所における自己評価の政策内容と実践に関する比較研究   

  

 

 

 

  

 

IV．  

 

○佐々木 織恵 

 （東京大学） 

 

10:30～11:00 教育公務員特例法（1949年）に関する日教組の路線選択   

  

V．  

 

VI．  

  

 

 

 

○高木 加奈絵 

 （東京大学大学院・院生） 

VII．  

11:00～11:30 道徳の「教科化」の問題点と道徳性の教育の構造   

   

○佐貫 浩 

（法政大学名誉教授） 

 

11:30～12:00 過去ログを踏まえた平成の全国学力テスの成果と課題 

VIII．  IX．   

○竹中 司郎 

 （青森中央学院大学） 
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分科会２               １０：００～１２：００  

X．  XI．  会場 ３号館２５５教室 

XII．  

司会 貞広 斎子（千葉大学） 

    武者 一弘（中部大学） 

 

10:00～10:30 指導教諭制度の現状と課題－都道府県・政令指定都市への質問紙調査を

もとに－ 

  

  

XIII．  

XIV．  

 

  

XV．  

XVI．  

 

○押田 貴久 

 （兵庫教育大学） 

 

10:30～11:00 教師の資質能力及び授業のスタンダード化と教師の自律性―島根県の教

員研修計画分析を中心に― 

  

  

XVII．  

 

XVIII．  

  

 

 

 

○松田 香南 

（名古屋大学大学院・院生） 

 

11:00～11:30 自主サークルにおける非プログラム的な教師の成長   

   

○池田 考司 

 （北海道教育大学） 

 

11:30～12:00 教職キャリアの多様化を見据えた「中途入職教員」活用に関する教育行政

施策の研究（第 1報） 

XIX．  XX．   

○青木 純一（日本女子体育大学） 

前原 健二（東京学芸大学） 



13 

 

分科会３                ９：３０～１２：００  

XXI．  XXII．  会場 ３号館２５４教室 

XXIII．  

司会 新井 秀明（横浜国立大学） 

角谷 昌則（東洋大学） 

     

9:30～10:00 現代中国における「無償師範生」政策の意図の再検討－採用・配置の実態

を踏まえて－ 

   

○王 佳寧 

（北海道大学大学院・院生） 

 

10:00～10:30 教員免許制度における助教諭の身分と任用実態 

  

XXIV．  

XXV．  

 

  

XXVI．  

 

 

○王 婷 

（北海道大学大学院・院生） 

10:30～11:00 首都圏の教員不足の状況と教育政策の問題点   

  

XXVII．  

XXVIII．  

 

  

XXIX．  

XXX．  

 

○永井 栄俊 

 （立正大学非常勤） 

 

11:00～11:30 市町村の財政力と高校教育関連政策内容の差異   

  

XXXI．  

 

XXXII．  

  

 

 

 

○野田 紘史 

（北海道大学大学院・院生） 

 

11:30～12:00 大学政策に対する市民的自由論の可能性―1970 年代の大学改革論の検

討を手がかりに― 

  

   

○光本 滋 

 （北海道大学） 
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課題研究                 １３：００～１６：００  

会場：３号館２５５教室 

 

テーマ：教育と福祉の統一的保障をめぐる教育政策の課題と展望  

 

 

 今期の課題研究「教育と福祉の統一的保障をめぐる教育政策の課題と展望」は、今年で２

年目となります。これまでに昨年の大会でのシンポジウムのほか、２回の春季公開シンポジ

ウムを開催してまいりました。 

経済的格差の拡大や、さまざまな困りごとを抱える家庭の増大（または発見）を念頭に置

きつつ、子ども・若者の学びと成長を保障する教育政策を検討していきたいと考えています。

課題研究の題目に掲げた「教育と福祉の統一的保障」は、教育と福祉の一体化を考えてい

るとの誤解を与える面があるかもしれませんが、必ずしもそれを意図したものではありませ

ん。教育と福祉がそれぞれの役割と機能、そしてそれぞれの限界を認識しつつ、相互補完的

に作用することが課題かもしれません。ただ、教育政策だけでなく、教育学にも、個々の子ど

も・若者の状況やニーズに応答していく進展は弱かったであろうと考えます。 

今回は、教育と福祉の統一的保障といった問題に、岩橋先生にはイギリスを中心とする教

育政策研究の視点から、辻先生には教育福祉論の視点から、それぞれお考えをご報告いた

だき、議論を深めていただきたいと考えています。 

 

【報告者】 

・岩橋 法雄（第一工業大学） 

「特別な教育ニーズは一部特殊なグループだけではないという志向（Every Child 

Matters)と拡張学校の役割：戦後イギリスにおける学校欠席への取り組みと競争主義的学

校教育の見直し」 

・辻 浩（名古屋大学） 

「教育福祉から考える青年期教育の政策課題：障害のある人の『学校から社会への移行』

を題材に」 

 

 

 

（担当理事：中嶋哲彦） 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育政策学会第２６回大会プログラム 

 

〒010-8502 秋田県秋田市手形学園町 1－1 

秋田大学教育文化学部 佐藤修司研究室 

日本教育政策学会第２６回大会実行委員会 

 

 

佐藤修司（実行委員長：秋田大学）、鎌田 信（秋田大学）、 

小池孝範（秋田大学）、小林建一（秋田県立大学（非）、元聖園短期大学） 

鈴木 翔（秋田大学）、原 義彦（秋田大学）、白幡真紀（東北大学博士研究員） 

 

E-Mail  jasep2019akita@gmail.com 
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